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■N o.： FA-29 

■分類：疲労強度・寿命 

 

 

疲労寿命を引張強さと絞りから予測する方法があることは知られていますが，疲労寿命を引張

強さのみから予測できるのでしょうか．  

 

参照 QNo.：FA-02, FA-04, FA-05 

 

引張強さから疲労寿命を予測する手法は，複数の研究グループにより提案されているが(1)-(5)，最

新の手法は以下のとおりである(6)． 

 

１． 常温での疲労寿命式 

(a) 炭素鋼および低合金鋼 

常温での引張強さが 300MPa から 1200MPa の範囲にある炭素鋼および低合金鋼に対して，以

下の Langer の疲労寿命式に基づく最適疲労寿命式が得られている． 

             (1) 

（ここで，Sa：応力振幅，Nf：疲労寿命，σu：常温での引張強さ） 

 

(b) オーステナイト系ステンレス鋼 

常温での引張強さが 951MPa 以下のオーステナイト系ステンレス鋼に対して，以下の Langer の

疲労寿命式に基づく最適疲労寿命式が得られている．  

  ufa NS 488.01009.5 485.04  
                     (2) 

 

２．高温（T> 200℃）での疲労寿命式 

(a) 炭素鋼および低合金鋼 

常温での最適疲労寿命式(式(1))に，高温での疲労寿命と常温での疲労寿命の比 1.4 を考慮し

て，次式により高温での疲労寿命が予測できる． 

   3645.04.128102.1 58.05  
ufua NS              (3) 

 

(b) オーステナイト系ステンレス鋼 

オーステナイト系ステンレス鋼については，常温での最適疲労寿命式(式(2))におけるσuに高温

の引張強さを適用すれば，高温での疲労寿命が予測できる．  
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